


経営理念

経営理念は、永続的に変わらぬ当社の存在意義です。
ICTサービスの提供を使命として、お客様の高い満足
を実現し、社員が仕事にやりがいを得て、家族ととも
に幸福を感じ、平和で豊かな情報化社会の発展に
貢献いたします。

当社は、企業成長を継続的に推進するために、2028年
までの中期経営計画に基づき、以下のビジョンを掲げます。

1大切なお客様の笑顔のために

2大切な社員とその家族の幸せのために

3大切な日本の社会に豊かな未来を築くために

経営ビジョン

vision 1

持続可能な発展：持続可能な発展を通じて顧客基盤の拡大

さらなる顧客満足度の向上に努め、継続的な取引関係を築き、その先のビジネス
拡大を図ること

vision 3

健康重視で企業成長：
社員の健康を最優先に、経営資源をフル活用して企業成長を実現

強固な経営基盤を築き、社員一人ひとりが心身ともに健康で、やりがいを感じら
れる環境を提供し、共に成長を果す

vision 2

技術力の最適化と継承：
人や組織の技術的能力の最適化と継承で成長と競争力を向上

最適化：限られたリソースを最大限に活用し、効率化によってコストを削減し、
利益を最大化する
継承　：社員同士が技術を教えたり、共有したりすることで、コミュニティ全体の
技術レベルを向上させること

代表取締役　社長　桑山　勝幸



会社概要

株式会社エス・エス・シー会社名

岩田 雅英監査役

1981年 10月 21日創立

2,500万円（SSCHD 全額出資）資本金

https://www.ssc.co.jpURL

三菱UFJ銀行（神保町支店）
三井住友銀行（外苑法人エリア・飯田橋支店）

取引銀行

一般社団法人 日本経済団体連合会
一般社団法人 情報サービス産業協会（JISA）
関東 ITソフトウェア健康保険組合
公益社団法人 麹町法人会 

加盟団体

150名（2025年 4月現在）従業員

情報処理システムの提案・構築・保守・運用支援事業内容

プライバシーマーク
登録機関 /一般財団法人日本情報経済社会推進協会
登録番号 /10822926（09）号
労働者派遣事業許可　許可番号 /派13-307038
健康優良企業認定（銀の証）/健康保険組合連合会東京連合会
健康経営優良法人 /経済産業省

認証・許可

代表取締役 社長 桑山 勝幸
取締役 会長 沢辺 正慈
取締役 清水 隆幸　　　　　 
執行役員 粟野 文孝
執行役員 小川 隆正

役員

所在地 〒102-0071
東京都千代田区富士見1-6-1 富士見ビル
 TEL　03(3239)7801　FAX　03(3239)7901
 Mail  somu-group@ssc.co.jp



年間業績推移

36期（2017年 3月決算） 9.21億

37期（2018年 3月決算） 9.73億

38期（2019年 3月決算）10.49億

39期（2020年 3月決算）11.24億

40期（2021年 3月決算）11.20億

41期（2022年 3月決算）11.80億

42期（2023年 3月決算）13.20億

43期（2024年 3月決算）16.14億

44期（2024年 3月決算）18.50億

年間業績推移
創業以来、多くの企業様から優良パートナーとして

お取引を頂いております。

主要お取引先様

■株式会社 野村総合研究所

■TIS 株式会社

■株式会社 日立製作所

■SCSK株式会社

■株式会社 DTS

■みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

その他　企業様多数（敬称略・順不同）

■株式会社 日本総合研究所

■キャノン ITソリューションズ株式会社

■株式会社 日立システムズ

■アビームコンサルティング株式会社

■株式会社 NSD
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事業内容

業界を代表する顧客企業の様々な環境／規模のシステム案件で 多くの開発経験と ICT業務支援を積み重ねてまいりました。

システム業種

証券、銀行、リース、ローンなど各金融機関のフロント業務、ミドル業務、バックコア業務など幅広いシステム・業務知識のご協力をさせて頂きます。

新規システム構築

証券

銀行

リース

ローン

生保

公共

システム統廃合

マイグレーション プロジェクト統括

システムエンハンス

1983 1986 1987 2010 2013

現
　
在



サービス内容

開発工程の得意領域・実績割合と契約形態

お客様代行、ＰＭＯ

派遣契約

請負契約（準委任型）

請負契約（一括型）

10%

プロジェクト統括 要件定義、現状分析 詳細設計～導入 移行計画～移行実施概要設計、
外部設計／内部設計

エンハンス全般（設計～導入）

5% 30%25%

30%



■COBOL

■C

■JAVA

■VBA

■SQL

■PL/SQL

■SHELL

■HTML

■JSP

■日立VOS3

■Unix/Linux

■Oracle

■SQLServer

■JavaEE

■StrutsⅡ

■O3W

■Open/TP1

■千手

証券

言語 開発環境 作業工程システム名称

銘柄管理システム

顧客属性システム

投資信託累投口

投資信託一般口

譲渡益税システム

大量保有報告システム

職域 _持株会システム

職域 _会計・財務システム

制度/サービス系大規模 PJ

お客様代行/PMO

プロジェクト統括

現状分析、要件定義概要設計

外部設計/内部設計

詳細設計～導入/オフショア開発支援

エンハンス

移行計画～移行実施



銀行

■COBOL

■RPG

■VB

■VBA

■.NET

■SQL

■PL/SQL

■SHELL

■HTML

■JSP

■IBM/AS400

■Unix/Linux

■Windows

■Server

■Oracle

■SQLServer

■DB2

■Access

■JP1

■ETL

言語 開発環境 作業工程システム名称

投資信託窓販システム _基幹系

投資信託窓販システム _EUC

ファンドラップ/中型ラップ

カストディー

海外勘定系システム

制度 /サービス系大規模ＰＪ

ＰＭＯ支援

現状分析、要件定義概要設計

外部設計/内部設計

詳細設計～導入/オフショア開発支援

エンハンス



リース

■JAVA

■COBOL

■SQL

■PL/SQL

■VB/VBA

■SHELL

■AA_BRMODELLER

■HTML

■CSS

■JavaScript

■Jsp

■IBM/OS390

■Unix/Linux

■Oracle

■SQLServer

■Spring

■JavaEE

■JP1

言語 開発環境 作業工程システム名称

総合／中小／オート

顧客管理、取引先管理

契約管理、物件管理

与信管理

保険管理、保守管理

請求入金管理

財務 /会計 /経理

債権管理（未収 /督促処理）

Eキャッシュ

制度 /サービス系大規模 PJ

お客様代行/業務支援

現状分析、要件定義

外部設計/内部設計

詳細設計～導入

エンハンス

移行計画～移行実施



ローン

■JAVA

■COBOL

■PLI

■SQL

■PL/SQL

■Query

■SHELL

■IBM/OS390

■Unix/Linux

■Oracle

■SQLServer

■Spring

■JavaEE

■JP1

言語 開発環境 作業工程システム名称

融資 /ローン /カードローン

顧客管理、契約管理

入金処理、請求処理、支払処理

貸付処理

信用情報（法人 /個人）

入会審査、カード発行

債権管理

営業フロント

住宅・不動産ローン EUC

新規構築 /サービス系 大規模 PJ

お客様代行/業務支援

現状分析、要件定義概要設計

外部設計/内部設計

詳細設計～導入

エンハンス

移行計画～移行実施



生保

■COBOL

■SQL

■SHELL

■IBM/OS3090

■Unix/Linux

■Oracle

■DB2

言語 開発環境 作業工程システム名称

契約管理、顧客管理、営業管理

新契約、保全業務

新商品

お客様代行/プロジェクト推進

外部設計/内部設計

詳細設計～導入

エンハンス

移行計画～移行実施



公共

■COBOL

■JAVA

■SQL

■PL/SQL

■VB

■.NET

■SHELL

■Unix/Linux

■Windows

■Server

■Oracle

■Eclipse

■JP1

言語 開発環境 作業工程システム名称

全労済／共済

都共済、短期給付、貸付保守

顧客 /契約管理、ＤＭ処理

住宅金融支援機構

システム移行

国際協力機構

円借款／外貨建借款

現状分析

外部設計／内部設計

詳細設計～導入

エンハンス

移行計画～移行実施



組織図

株式会社エス・エス・シーＨＤ グループ
統括

グループ
管理部

グループ
持株会

株式会社エス・エス・シービジネスサポート IT技術者
派遣

一般労働者
派遣

有料職業
紹介

株式会社エス・エス・シー

代表取締役

統括業務推進部

営業部

人材開発部
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システム開発1部
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社員心得

プロ意識

当社は、社員全員が「品格ある社会人として成長を果たすこと」で、経営ビジョンをより高いレベルで達成させるために、

社員全員で考えた社員心得を掲げ、これを全社員に浸透させています。

多角的な視点を持ち、
行動・結果に拘る人材を
目指すこと

五配り
目配り・気配り・心配り・
身配り・手配りの精神を
常々怠らずに行うこと

成長・向上意識
一日一チャレンジの精神で
成長し続けること

健康
良い仕事・良い休みに
繋げるため、心身ともに
健康であること

報・連・相
部下からだけでは無く、
先輩・上司からも迅速に
実施すること

礼節と感謝
自分も周囲の人も気持ちよく
過ごすための技術であり心と
形で表現すること



沿革

1981 千葉県市川市に、『システム・サービス株式会社』の商号で会社設立

1983 横浜営業所開設／資本金800万円（増資）

1985 社名を現在の『株式会社エス･エス･シー』に改称し、東京都千代田区へ本社／移転資本金1,000万円（増資）

1989 大阪事業所開設

1991 資本金2,500万円（増資）

1993 本社での事業集約に伴い横浜／大阪事業所閉鎖

2008 プライバシーマーク JIS Q15001 : 2006 認証取得

2014 株式会社エス・エス・シーHD（ホールディングス）を設立。これにより株式会社エス・エス・シーは、ICT事業を本業とする事業会社となる

2016 35期より3月決算に変更。

2017 エス・エス・シーHD(ホールディングス )の 100％出資により、ICT系の人材派遣を中心とする株式会社エス・エス・シービジネスサポートを設立。 

2018 社員の健康管理体制を強化し、加盟保険組合である関東 ITソフトウェア健康保険組合より健康経営の宣言と実践を顕彰する「銀の証」を取得。

2019 38期（2018年度）の決算において、売上高10億円を回復。

2021 経済産業省が特に優良な健康経営を実践している企業を顕彰する「健康経営優良法人2021」を取得。

2023 経団連（一般社団法人日本経済団体連合会）に入会

1981年の創業以来、躍進を続けるエス・エス・シー
発展の礎は、お客様からの暖かいご支援にほかなりません。

私たちはこれからも、チャレンジ精神をもって、お客様の信頼にお応え致します。


